
主な国の「高等教育の収益率」（年率％）
社会的収益率 私的収益率
男性 女性 男性 女性

ハンガリー
日　本
チェコ
チ　リ
米　国
イスラエル
豪　州
ＯＥＣＤ平均
イタリア
オランダ
カナダ
スペイン
ノルウェー
ニュージーランド
（出典）ＯＥＣＤ

　
人
種
差
別
の
撤
廃
に
尽
力
し
、

南
ア
フ
リ
カ
初
の
黒
人
大
統
領
と

な
っ
た
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
氏

は
、
「
教
育
は
最
強
の
武
器
で
あ

る
。
教
育
に
よ
っ
て
世
界
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
教
育
は
未
来
を
担

う
次
世
代
へ
の
投
資
で
あ
り
、「
国

家
百
年
の
計
」
そ
の
も
の
だ
。
と

こ
ろ
が
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情

の
な
か
、
社
会
保
障
費
を
除
き
、

教
育
予
算
を
含
む
そ
の
他
の
政
策

的
経
費
は
抑
制
傾
向
に
あ
り
、
教

育
予
算
の
財
源
を
ど
う
確
保
し
て

い
く
の
か
、
日
本
は
い
ま
大
き
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
賛
否

両
論
が
渦
巻
く
も
の
の
政
治
が
本

格
的
に
検
討
を
進
め
て
い
る
の

が
、
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た

め
の
「
教
育
国
債
」
や
「
こ
ど
も

保
険
」
構
想
な
ど
だ
。
教
育
国
債

は
大
学
を
含
む
高
等
教
育
の
財
源

拡
充
を
目
的
と
す
る
国
債
を
発
行

す
る
も
の
で
、
こ
ど
も
保
険
は
幼

児
教
育
や
保
育
の
無
償
化
な
ど
を

目
指
し
、
財
源
を
社
会
保
険
料
の

引
き
上
げ
分
で
賄
う
構
想
だ
。

　
こ
う
し
た
事
業
を
考
え
る
場

合
、
一
定
期
間
の
便
益
と
費
用
を

比
較
す
る
便
益
費
用
分
析
の
観
点

で
効
果
を
測
る
必
要
が
あ
る
。
教

育
予
算
で
は
「
教
育
の
収
益
率
」

が
重
要
な
指
標
の
一
つ
と
な
る
。

　
教
育
の
収
益
率
と
は
、
教
育
を

人
的
資
本
へ
の
投
資
と
み
た
場
合

の
収
益
率
を
意
味
し
、
「
私
的
収

益
率
」
と
「
社
会
的
収
益
率
」
と

い
う
２
つ
の
概
念
が
あ
る
。
私
的

収
益
率
は
、
大
学
進
学
で
得
ら
れ

る
追
加
的
な
生
涯
賃
金
と
い
っ
た

私
的
便
益
と
、
進
学
費
用
と
い
っ

た
私
的
費
用
か
ら
計
算
さ
れ
る
。

社
会
的
収
益
率
は
、
教
育
が
も
た

ら
す
高
い
収
入
に
よ
る
税
収
増
や

失
業
率
の
低
下
な
ど
の
社
会
的
便

益
を
含
む
便
益
の
合
計
と
、
財
政

的
な
補
助
金
・
奨
学
金
な
ど
の
社

会
的
費
用
を
含
む
費
用
の
合
計
か

ら
計
算
さ
れ
る
。

　
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
の
教
育
に
関
す
る
２
０
１
６

年
版
資
料
（
表
参
照
）
で
は
、
日

本
の
高
等
教
育
の
私
的
収
益
率
は

男
女
と
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を
下
回

る
。
こ
れ
は
日
本
の
大
卒
と
高
卒

の
賃
金
格
差
が
欧
米
ほ
ど
大
き
く

な
い
状
況
な
ど
を
反
映
し
て
い

る
。
一
方
、
高
等
教
育
に
対
す
る

公
的
負
担
の
水
準
が
低
い
こ
と
も

あ
り
、
社
会
的
収
益
率
は
男
女
と

も
平
均
を
大
幅
に
上
回
る
。

　
教
育
国
債
は
、
い
わ
ば
子
ど
も

世
代
全
体
が
成
人
後
に
自
ら
の
税

金
で
返
済
す
る
教
育
ロ
ー
ン
で
あ

る
。
そ
の
社
会
的
収
益
率
が
市
場

利
子
率
を
上
回
る
場
合
、
定
員
割

れ
の
大
学
の
救
済
策
な
ど
に
利
用

し
な
い
限
り
、
理
論
的
に
は
教
育

国
債
が
正
当
化
で
き
る
。

　
も
っ
と
も
教
育
予
算
を
含
む
経

常
的
経
費
を
税
収
で
賄
え
ず
、
財

政
赤
字
が
恒
常
化
し
て
い
る
現
状

で
は
、
赤
字
国
債
の
一
部
は
す
で

に
「
教
育
国
債
」
化
し
て
い
る
と

も
い
え
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
、
教
育
を
錦
の
御
旗
に
国
債

増
発
を
許
す
こ
と
は
財
政
破
綻
リ

ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う
。

　
む
し
ろ
検
討
の
余
地
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
国
債
の
発
行
総
額
の
増

加
で
は
な
く
、
発
行
さ
れ
る
国
債

の
中
で
の
配
分
で
あ
り
、
特
に
既

得
権
益
化
し
て
い
る
建
設
国
債
と

の
配
分
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問

題
で
は
な
い
か
。

　
公
的
投
資
に
は
本
来
、
高
速
道

路
や
ダ
ム
な
ど
社
会
資
本
へ
の
投

資
の
ほ
か
、
教
育
な
ど
で
蓄
積
さ

れ
る
人
的
資
本
、
科
学
技
術
へ
の

投
資
な
ど
幅
広
い
領
域
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
財
政
法
上
の
建

設
国
債
の
原
則
に
基
づ
き
、
社
会

資
本
に
限
っ
て
国
債
発
行
を
認
め

て
い
る
。
し
か
し
社
会
資
本
整
備

が
十
分
進
み
、
人
口
減
少
が
進
む

い
ま
、
社
会
資
本
投
資
の
み
を
優

遇
す
る
の
は
限
界
が
あ
る
。

　
戦
後
の
世
界
経
済
が
労
働
集
約

型
か
ら
物
的
資
本
集
約
型
に
移
行

す
る
過
程
で
、
社
会
資
本
整
備
が

戦
後
復
興
や
高
度
成
長
の
一
翼
を

担
っ
た
。
だ
が
、
い
ま
世
界
で
は

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
な
ど
第
４
次
産
業
革
命
が
進

み
、
情
報
集
約
型
の
経
済
に
移
り

つ
つ
あ
る
。
今
後
は
物
的
資
本
の

拡
大
よ
り
も
、
新
た
な
知
識
や
発

想
を
生
み
出
す
人
的
資
本
の
質
的

向
上
が
最
も
重
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
人
的
資
本
が
生
み
出
す

新
た
な
知
識
や
発
想
は
公
共
財
的

な
性
質
を
も
つ
。
建
設
国
債
で
賄

っ
た
社
会
資
本
投
資
も
、
教
育
国

債
な
ど
で
賄
っ
た
公
的
投
資
も
、

資
本
へ
の
投
資

と
い
う
意
味
で

は
優
劣
は
な

い
。
建
設
国
債

を
聖
域
化
せ
ず
、
財
政
再
建
と
整

合
的
な
国
債
発
行
の
枠
内
で
公
的

投
資
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
便

益
費
用
分
析
も
使
い
、
実
行
の
可

否
を
判
断
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

　
こ
ど
も
保
険
構
想
は
ど
う
か
。

「
子
ど
も
が
必
要
な
保
育
・
教
育

等
を
受
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
」
を

保
険
対
象
に
位
置
付
け
る
が
、
最

大
の
批
判
は
、
こ
ど
も
保
険
は
社

会
保
険
で
な
く
、
本
質
的
に
社
会

保
険
料
引
き
上
げ
と
い
う
名
の
所

得
増
税
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

だ
。
構
想
の
保
険
対
象
だ
と
、
給

付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
子
ど
も
を

持
つ
可
能
性
の
あ
る
特
定
の
年
齢

層
に
限
ら
れ
る
。
子
育
て
が
終
了

し
た
人
ら
に
は
リ
ス
ク
が
存
在
せ

ず
、
社
会
保
険
と
位
置
付
け
る
の

は
無
理
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
次
の
文
脈
で
は
、
こ
ど

も
保
険
は
理
論
的
な
妥
当
性
を
も

つ
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
の
日
本

経
済
で
最
も
重
い
課
題
は
人
口
減

少
だ
。
一
方
、
現
行
の
年
金
制
度

は
現
役
世
代
が
負
担
す
る
財
源
を

老
齢
世
代
に
移
転
す
る
賦
課
方
式

で
賄
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
下
で
は

自
ら
は
子
ど
も
を
持
た
な
い
形
で

現
役
時
に
子
育
て
コ
ス
ト
を
負
担

せ
ず
、
高
齢
時
に
一
定
の
年
金
給

付
を
受
け
取
れ
る
。
そ
の
原
資
は

他
人
の
子
ど
も
が
負
担
し
た
も
の

な
の
で
「
た
だ
乗
り
」
が
で
き
、

結
果
と
し
て
制
度
が
少
子
化
を
加

速
さ
せ
る
側
面
を
も
つ
。

　
つ
ま
り
、
経
済
成
長
に
対
し
て

教
育
が
も
つ
正
の
外
部
性（
影
響
）

の
よ
う
に
、
賦
課
方
式
年
金
は
出

生
率
に
対
し
て
負
の
外
部
性
を
も

つ
。
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
オ

ラ
ン
ダ
・
テ
ィ
ル
バ
ー
グ
大
学
の

グ
ロ
ー
ゼ
ン
博
士
ら
の
理
論
的
な

研
究
で
は
、
２
つ
の
政
策
の
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
教
育
費
の
補
助
や
児
童

手
当
の
拡
充
で
出
生
率
を
押
し
上

げ
る
政
策
で
、
も
う
一
つ
は
子
ど

も
を
育
て
た
人
々
に
は
老
後
に
年

金
を
加
算
す
る
政
策
だ
。

　
こ
ど
も
保
険
は
年
金
制
度
の
一

部
で
、
加
算
年
金
の
先
渡
し
と
見

な
す
こ
と
も
で
き
る
。
混
乱
を
招

い
て
い
る
一
因
は
そ
の
名
称
で
あ

り
、
例
え
ば
「
こ
ど
も
基
金
」
に

変
更
し
て
補
完
的
に
年
金
制
度
に

組
み
込
め
ば
、
そ
れ
な
り
の
論
理

的
な
整
合
性
が
取
れ
る
。

　
唯
一
の
問
題
は
世
代
間
で
の
財

源
負
担
だ
。
こ
ど
も
保
険
の
財
源

は
現
役
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料

と
し
、
医
療
・
介
護
の
給
付
改
革

で
引
退
世
代
に
も
負
担
を
求
め
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
改

革
の
具
体
策
は
示
し
て
お
ら
ず
、

現
時
点
で
は
引
退
世
代
の
負
担
が

曖
昧
で
あ
る
。
世
代
間
の
公
平
性

の
観
点
で
は
、
教
育
費
を
含
む
子

育
て
コ
ス
ト
を
全
世
代
で
負
担
す

る
の
が
適
切
で
、
消
費
税
を
財
源

と
す
る
の
が
筋
で
あ
る
。

　
い
ま
や
公
債
残
高
は
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
２
０
０
％
を

超
え
、
現
在
も
膨
張
を
続
け
、
財

政
は
持
続
不
可
能
な
姿
と
な
っ
て

い
る
。
近
い
将
来
、
債
務
再
編
な

ど
で
財
政
の
抜
本
的
な
再
構
築
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
、
年
金
・
医

療
な
ど
の
社
会
保
障
や
社
会
資
本

整
備
、
教
育
な
ど
の
国
家
予
算
の

う
ち
、
何
を
重
点
的
に
守
る
べ
き

か
、
今
か
ら
で
も
そ
の
哲
学
を
整

理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
医
療

以
外
で
最
も
優
先
順
位
が
高
い
の

は
教
育
で
は
な
い
か
。

　
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
受
賞
者
の

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
博
士
も
指

摘
す
る
よ
う
に
、
医
療
と
同
様
、

教
育
の
改
善
は
経
済
発
展
に
先
行

す
る
も
の
で
、
人
々
が
潜
在
能
力

を
生
か
し
、
人
間
の
尊
厳
を
形
づ

く
る
制
度
的
基
盤
の
一
部
だ
。
ま

た
、
資
源
が
少
な
い
日
本
で
は
人

材
こ
そ
が
最
大
の
資
源
で
あ
る
。

教
育
は
成
長
の
源
泉
で
あ
り
、
子

ど
も
が
置
か
れ
た
条
件
の
違
い
を

乗
り
越
え
て
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
鍵
で
も
あ
る
。
そ
し
て
人
類

が
蓄
積
し
た
知
の
結
晶
は
、
次
世

代
に
渡
す
こ
と
が
で
き
る
本
当
の

意
味
で
の
資
産
で
も
あ
る
。

　
教
育
予
算
の
財
源
問
題
を
通
じ

て
、
次
世
代
へ
の
投
資
の
財
源
を

ど
う
調
達
・
配
分
し
、
本
当
の
資

産
を
ど
う
守
る
の
か
、
い
ま
我
々

は
問
わ
れ
て
い
る
。

　おぐろ・かずまさ　
年生まれ。一橋大博士。
財務省などを経て現職。
専門はマクロ経済学

消
費
税
で
の
財
源
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が
筋

　
小
黒
　
一
正
　
　
法
政
大
学
教
授

教
育
を
御
旗
に「
教
育
国
債
」増
発
は
許
さ
れ
ず

「
こ
ど
も
保
険
」は
年
金
に
組
み
込
め
ば
整
合
的

債
務
再
編
で
も
教
育
予
算
は
優
先
度
高
め
堅
守


